
こ
れ
に
よ
り
膜
を
形
成
し
、
水
分

の
蒸
発
を
防
ぐ
ほ
か
、
空
気
中
の

酸
素
と
の
結
合
を
適
度
に
阻
害
す

る
た
め
賞
味
期
限
を
延
長
で
き
る

と
い
う
。

　

柑
橘
は
連
携
先
で
あ
る
㈱
新
口

農
園
（
八
幡
浜
市
）
が
提
供
。
実

証
実
験
は
、
同
社
の
選
果
場
な
ど

で
行
っ
た
。「
実
証
を
重
ね
た
結

果
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
な
い
も
の

と
比
べ
、
1
・
5
～
2
倍
ほ
ど
長

持
ち
す
る
見
込
み
」（
河
合
社
長
）

と
し
て
い
る
。

　

今
秋
か
ら
の
実
用
化
を
目
指
し

て
お
り
、
県
内
の
J
A
な
ど
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
提
案
・
販
売
を
進

め
る
考
え
。「
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す

る
品
種
は
主
に
高
級
柑
橘
を
考
え

て
い
る
」（
同
）
と
す
る
。
フ
ラ

ン
ス
な
ど
海
外
へ
の
輸
出
も
視
野

に
入
れ
る
。
安
全
面
に
つ
い
て
は
、

米
国
の
F
D
A
（
ア
メ
リ
カ
食
品

医
薬
品
局
）
の
認
証
を
取
得
し
て

い
る
。

　
「
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
や
物
流
業

界
の
人
手
不
足
問
題
の
解
消
な
ど

に
貢
献
で
き
れ
ば
」（
同
）
と
す
る
。

引
き
続
き
、
大
手
企
業
と
連
携
し
、

糖
度
の
分
析
な
ど
も
進
め
て
い
く
。

　

同
社
は
量
産
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
設
備
の
増
強
も
行
う
計
画
。

　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
シ
ル
ク
㈱
（
松
山
市
大
街
道
、
河
合
崇
社
長
）
は
、
シ
ル
ク
を

活
用
し
、
柑
橘
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
県
内
農
家
な
ど

と
連
携
。
同
社
が
製
造
す
る
シ
ル
ク
水
溶
液
を
柑
橘
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と

で
、
保
湿
効
果
に
よ
り
賞
味
期
限
を
延
ば
せ
る
と
い
う
。
今
秋
か
ら
の
実
用
化
を

目
指
し
、
輸
出
も
視
野
に
入
れ
る
。
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
考
え
。

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に

　

同
社
は
2
0
1
6
年
設
立
。
新

た
な
シ
ル
ク
産
業
の
創
出
に
向
け

事
業
を
展
開
す
る
。
松
山
や
今
治

に
工
場
を
設
置
し
、
ス
マ
ー
ト
養

蚕
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
カ
イ
コ
を

効
率
よ
く
生
産
。
ま
た
繭
か
ら
タ

ン
パ
ク
質
の
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
を
抽

出
し
、
食
品
な
ど
の
原
料
と
な
る

シ
ル
ク
パ
ウ
ダ
ー
や
シ
ル
ク
水
溶

液
の
製
造
を
行
う
。

　

フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
は
、
多
数
の
ア

ミ
ノ
酸
で
構
成
さ
れ
保
湿
性
に
優

れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
保
湿

性
を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で
同
社
で

は
、
シ
ル
ク
を
配
合
し
た
ヘ
ア
ケ

ア
商
品
や
食
品
な
ど
を
開
発
。
海

外
進
出
に
向
け
て
も
動
い
て
い
る
。

　

今
回
の
事
業
は
、
23
年
度
に
県

の
デ
ジ
タ
ル
実
装
加
速
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
エ
ヒ

メ
」
の
採
択
を
受
け
実
施
。
2
年

間
に
わ
た
り

実
証
実
験
を

行
っ
た
。

　

専
用
の
ス

プ
レ
ー
ノ
ズ

ル
で
柑
橘
に

シ
ル
ク
水
溶

液
を
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
。
同

社
に
よ
る
と
、

1973年創刊

右の写真がコーティングしたもの。実証実
験は清見と紅プリンセス（愛媛果試第48
号）で行った

実証実験で柑橘にシルク水溶液をコーティング

ユナイテッドシルク

シルクで柑橘の賞味期限を延長
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※当コーナーにご登場いただける女性を募集しています  ☎ 089-947-1411（うわさの女係）

　

m
i
o
さ
ん
は
今
年
3
月
、
空
き

家
を
活
用
し
、
松
前
町
に
フ
ォ
ト
ス

タ
ジ
オ
「
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
L 

s
t
u
d
i

o
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
N
O
V
E

L
に
は
「
つ
な
が
り
を
生
み
、
新
た

な
物
語
を
紡
い
で
い
く
と
い
う
意
味

を
込
め
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

松
前
町
出
身
。
以
前
は
別
の
仕
事

を
し
て
い
た
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ

エ
イ
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
出
会
い
、
私

も
自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
生
か

し
て
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
2

年
前
に
カ
メ
ラ
マ
ン
に
転
身
し
た
。

　
「
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
時
間
を
ゆ
っ
た
り
取
り
た

い
」
と
自
身
の
ス
タ
ジ
オ
を
持
つ
こ

と
が
念
願
だ
っ
た
m
i
o
さ
ん
。
床

所在地：松前町西古泉45
＊スタジオ撮影やスタジオレンタ
ルなどさまざまなプランを用意して
いる。プランの詳細や料金はHP参
照。問い合わせは公式LINEから。　

や
壁
は
白
色
に
し
、
南
側
の
大
き
な

窓
か
ら
は
自
然
光
が
入
る
よ
う
に
し

た
。
ス
タ
ジ
オ
撮
影
や
ス
タ
ジ
オ
レ

ン
タ
ル
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
く
考
え
。

　
「
家
族
写
真
を
撮
る
き
っ
か
け
に

も
な
れ
ば
」
と
笑
顔
。「
１
年
を
無

事
に
過
ご
せ
た
証
に
な
る
。
毎
年
撮

る
こ
と
で
大
切
な
思
い
出
を
積
み
重

ね
て
ほ
し
い
」
と
力
を
込
め
る
。

　

趣
味
は
陶
器
集
め
。
国
内
外
の
旅

行
で
は
必
ず
買
っ
て
帰
る
と
い
う
。

フォトグラファー
mio さん

インスタグラム

兵
頭
寛
昭
さ
ん
（
大
進
建
設
㈱
）、

昭
和
49
年
4
月
28
日

近
藤
誠
二
郎
さ
ん
（
㈲
島
津
寿
司
）、

昭
和
57
年
4
月
29
日

赤
松
正
教
さ
ん
（
ア
カ
マ
ツ
㈱
）、

昭
和
57
年
5
月
2
日

阿
部
仁
志
さ
ん
（
㈲
家
具
工
房
）、

昭
和
34
年
5
月
4
日

山
本
一
郎
さ
ん
（
イ
ワ
キ
テ
ッ
ク

㈱
）、
昭
和
44
年
5
月
5
日

大
西
誠
さ
ん
（
カ
ネ
サ
運
輸
㈱
）、

昭
和
40
年
5
月
6
日

芳
野
裕
士
さ
ん
（
㈱
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｆ

Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
）、
昭
和
48
年
5
月
7
日

松
田
正
人
さ
ん
（
御
荘
造
園
開
発

㈱
）、
昭
和
41
年
5
月
8
日

小
田
茂
晴
さ
ん
（
潮
冷
熱
㈱
）、
昭

和
43
年
5
月
9
日

櫻
井
正
次
さ
ん
（
㈱
Ｅ
―
シ
ス
テ

ム
）、
昭
和
56
年
5
月
11
日

2
0
2
5
年
版「
会
社
年
鑑
」よ
り
一
部
掲
載

　

川
之
江
信
用
金
庫
（
四
国
中

央
市
、
日
浦
博
基
理
事
長
）
は

4
月
18
日
、
元
鳥
取
県
知
事
で

大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
長

兼
公
共
政
策
学
科
特
任
教
授
の

片
山
善
博
氏
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
同
金
庫
が

地
域
事
業
者
の
経
営
力
向
上
を

図
る
目
的
で
2
0
1
9
年
に
発
足
さ
せ

た
「
か
わ
し
ん
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
」（
会

員
数
1
0
9
社
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

片
山
氏
は
「
人
口
を
減
ら
さ
な
い
」

思
考
か
ら
の
脱
却
を
訴
え
、「
ス
マ
ー

ト
シ
ュ
リ
ン

ク
」
を
提
唱

し
て
い
る
。

人
口
減
少
を

現
実
と
し
て

受
け
止
め
つ

つ
も
、
地
域

活
力
と
生
活

水
準
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
考
え
方
だ
。

　

講
演
会
で
は
統
計
デ
ー
タ
を
示
し
な

が
ら
「
人
口
減
少
が
必
ず
し
も
経
済
縮

小
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
指

摘
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
多
様
な
労
働
力
の

活
用
が
経
済
成
長
を
支
え
る
可
能
性
に

つ
い
て
論
じ
た
。
鳥
取
県
庁
で
の
経
験

を
も
と
に
、
女
性
や
異
業
種
人
材
の
活

用
の
重
要
性
を
強
調
。「
偏
見
や
組
織

の
壁
を
取
り
払
い
、
個
々
の
能
力
を
最

大
限
引
き
出
す
こ
と
が
組
織
力
向
上
に

つ
な
が
る
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
地
方
創
生
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
住
民

主
体
の
未
来
設
計
に
つ
い
て
も
説
い
た
。

和
歌
山
県
や
岡
山
県
、
沖
縄
県
の
事
例

を
挙
げ
、
地
域
の
不
要
物
や
廃
棄
物
か

ら
新
産
業
を
創
出
す
る
可
能
性
に
つ
い

て
言
及
。「
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、

地
域
の
創
意
工
夫
と
一
人
ひ
と
り
の
能

力
活
用
こ
そ
が
、
日
本
の
経
済
を
押
し

上
げ
未
来
を
切
り
開
く
原
動
力
に
な

る
」
と
穏
や
か
に
語
っ
た
。

かわしん講演会
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